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研究成果の概要（和文）：紛争後社会で環境資源を管理するにあたり、伝統的ガバナンスが効果的に機能するた
めの方策を分析することを目的とし、伝統的ガバナンスに関する法政策と適用事例を検証した。特に、インドネ
シアにおいて、ウダヤナ大学と協力し、フィールド調査を実施し、伝統的ガバナンス、伝統文化、スバックに関
する政策、適用事例、実態について調査できた。特に、地方自治体、大学、NGO、村落組織、農業組織、農家ら
等に対しインタビュー調査を行い、異なる視点からの有益な情報を聞き取ることができた。コミュニティとのア
クション・リサーチも実施し、伝統的ガバナンスに影響を与えている制度・要因、対応策について調査分析する
ことができた。

研究成果の概要（英文）：The research examined policies and applied cases on traditional governance, 
to analyze measures for the effective functioning of traditional governance in managing 
environmental resources in post-conflict societies. In particular, a series of field surveys in 
Indonesia in cooperation with Udayana University was conducted. The research analyzed policies, 
applications, and realities related to traditional governance, traditional culture, and Subak. 
Furthermore, interview surveys were conducted with local governments, universities, NGOs, village 
organizations, agricultural organizations, and farmers to obtain information from different 
perspectives. Action research with local communities was also conducted to investigate and analyze 
institutions and factors influencing traditional governance, and possible measures to address them

研究分野：環境管理、コミュニティ開発
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は海外事例に根差した実証的な研究であり、海外の大学との共同研究で長期滞在することにより、研究の
基礎材料となるデータの量と質を高めることができた。伝統的ガバナンスを適用している地域では、資源の回復
につながり、地域社会の安定や和解の促進に影響している事例も収集・分析してきた。これらの研究成果は「研
究者」および「実務者」とって有益なものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 

１．研究開始当初の背景 

 

紛争後社会で環境資源を管理するにあたり、伝統的ガバナンスが効果的に機能するため

の方策を分析することが、本研究の目的である。紛争後社会における伝統的ガバナンス

に関する法政策と適用事例を検証してきた。環境政策の議論では、「生物多様性戦略計

画 2011-2020 及び愛知目標」（2002 年採択）においても、「伝統的知識が尊重され、主流

化される」ことが目標として定められる等（目標 18）、資源管理のために伝統的制度に

基づくガバナンスを見直す動きがある。紛争後の状況において、伝統的制度が様々な機

能を持っていることを観察し、学術関係者や政府関係者等との議論を重ねてきた。 

 

インドネシアにおいては、伝統的ガバナンスに関する議論の展開の中で、国家法を排他

的に適用する法集権主義（legal centralism）に厳格ではなく、その領域内における多

元性を寛容に受け入れる法多元主義(legal pluralism)に基づく立ち位置がとられてい

る。この点は独立後にとられた多くの法制度に反映されている。 

 

２．研究の目的 

 

多くの紛争の根源的原因ともなってきた環境資源は、紛争後の復興の成否に影響を与え、

平和構築を目指すために重要である。紛争後社会で環境資源を管理するにあたり、伝統

的ガバナンスが効果的に機能するための方策を分析することが、本研究の目的である。 

 

３．研究の方法 

 

インドネシアを主対象とし、ウダヤナ大学との共同研究を行い、フィールド調査を実施

した。伝統的ガバナンスをめぐる政策・法制度を分析し、伝統的ガバナンスに関するフ

ィールド調査を実施することができた。特に、地方自治体、大学、NGO、村落組織、農

業組織の関係者に対しインタビュー調査を行い、異なる視点からの有益な意見を聞き取

り分析を進めることができた。 

 

４．研究成果 

 

紛争後社会における伝統的規範、組織、意思決定プロセス等の、伝統的ガバナンスに関

する法政策と適用事例を検証し分析した。特に、インドネシアにおいて、ウダヤナ大学

と協力し、フィールド調査を実施し、伝統的ガバナンス、伝統文化、スバックに関する

政策、適用事例、実態について調査できた。特に、地方自治体、大学、NGO、村落組織、

農業組織、農家ら等に対しインタビュー調査を行い、異なる視点からの有益な情報を聞



き取ることができた。さらに、コミュニティとのアクション・リサーチも実施し、伝統

的ガバナンスに影響を与えている制度・要因、対応策について調査分析することができ

た。そして、国際会議の招聘を複数回受け、これまでの研究成果を発表することができ

た。 
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